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＊
吹
奏
楽
部

 
 私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、
一
年
生
十
六
人
、
二
年
生
十
二
人
、
計

二
十
八
人
で
、
顧
問
の
寺
口
先
生
、
菅
原
先
生
、
栗
田
先
生
の
ご
指
導

の
も
と
、
毎
日
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

 
 
吹
奏
楽
部
の
主
橡
活
動
内
容
は
、
あ
ゆ
教
祭
で
の
公
演
、
県
南
音
楽

会
・
県
音
楽
会
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
定
期
演
奏
会
橡
ど
、
さ

ま
ざ
ま
放
と
こ
ろ
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 
 
ま
た
、
毎
年
五
月
に
行
わ
れ
る
り
ト
ル
リ
ー
グ
で
の
演
奏
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

  さ
ら
に
、
二
月
に
行
わ
れ
る
ミ
ユ
ー
ジ
ッ
ク
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

土
浦
特
別
支
援
学
校
の
合
唱
と
の
合
同
演
奏
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
合
同
演
奏
と
い
ぅ
貴
重
を
機
会
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
機
に
、

ま
た
新
た
橡
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 
今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
あ
と
一
歩
及
ば
ず
、
県
大
会
銀
賞
と
い
ぅ

結
果
で
し
た
。
し
か
し
、
練
習
中
や
合
宿
中
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
コ
ン
ク
ー

ル
で
し
た
。
来
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
県
大
会
金
賞
、
そ
し
て
東
関

東
大
会
出
場
と
い
ぅ
目
標
に
向
け
て
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 
 そ
の
一
環
と
し
て
、
私
た
ち
は
近
年
、
校
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
と
い
ぅ
も
の
を
行
っ
て
い
ま
す
。
校
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
と
は
、
部
内
で
の
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
部
員
全
員
が

審
査
員
と
顔
り
、
評
定
を

つ
け
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
個
人
の
技
術
の

向
上
や
こ
れ
か
ら
の
課
題

橡
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら

に
い
い
演
奏
が
で
き
る
よ

う
に
精
一
杯
努
カ
し
て
い

き
た
い
で
す
。

 
 
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
お
聞

き
苦
し
い
演
奏
も
あ
る
か

と
恩
い
ま
す
が
、
精
一
杯

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

 
 
 
 
R

u

r

＊

合

唱

部

 
 
土
浦
二
高
合
唱
部
は
今
年
度
、
様
々
橡
事
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
夏
に

行
わ
れ
た
大
会
で
は
混
声
は
県
大
会
で
銀
賞
、
女
声
は
十
年
連
続
で
関

東
大
会
に
も
出
場
し
銀
賞
と
い
ぅ
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
富
山

県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
も
出
場
し
、
茨
城
県

内
の
他
校
の
生
徒
と
共
に
全
国
に
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。
総
合
文
化

祭
で
は
主
に
私
た
ち
と
同
じ
高
校
生
が
会
を
運
営
し
、
自
分
達
の
手
で

素
晴
し
い
も
の
を
創
り
あ
げ
ょ
う
と
い
ぅ
意
志
を
持
っ
て
行
動
し
て
い

ま
し
た
。
再
来
年
に
は
私
た
ち
の
住
む
、
こ
の
茨
城
県
で
総
合
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
十
月
に
は
そ
の
茨
城
大
会
の
開
会
式
に
も
参
加
し
、

さ
ら
に
十
一
月
に
は
同
大
会
で
大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
「
B

L
U
E
l
H
A
W
K
S
」
と
共
に
合
唱
と
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
コ
ラ

ボ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
合
同
練
習
は
夏
か
ら
何
度
も
行
わ
れ
、
私
た
ち

合
唱
部
員
は
マ
ー
チ
ン
グ
で
使
わ
れ
る
ド
リ
ル
と
い
ぅ
動
き
を
通
し
て

一
人
の
失
敗
が
全
体
の
失
敗
に
も
繋
が
る
の
だ
と
い
ぅ
事
を
身
を
持
っ

て
体
験
し
、
一
人
一
人
の
責
任
の
重
さ
を
再
確
認
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
仲
間
た
ち
と
深
く
関
わ
り
合
え

た
事
は
と
て
も
貴
重
顔
経
験
と
顔
り
ま
し
た
。

  私
た
ち
は
幼
稚

園
や
中
学
校
橡
ど

で
の
公
演
、
十
二

月
二
十
四
日
の
ク

リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

橡
ど
数
多
く
の
公
演

を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
学
ん
だ
、

物
事
に
対
し
て
真
剣

に
取
り
組
む
姿
勢
や

個
人
が
握
り
締
め
る

べ
き
責
任
感
、
そ
し

て
私
た
ち
合
唱
部
の

モ
ッ
卜
ー
で
あ
る

「
私
た
ち
の
歌
声
が

誰
か
の
役
に
立
て
た

ら
素
敵
だ
ね
。
」
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
へ

繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 
 
今
回
、
生
徒
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
事
に
教
り
ま
し
た
、
中
澤
宏
太
と
申
し
ま

す
。
ど
ぅ
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 
 
さ
て
、
土
浦
二
高
は
男
女
共
学
化
さ
れ
て

か
ら
、
十
八
年
経
過
し
ま
し
た
。
今
で
は
男

子
生
徒
も
女
子
生
徒
と
ほ
ば
同
数
入
学
す
る

よ
ぅ
に
な
り
、
部
活
も
皆
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ

ん
を
中
、
生
徒
達
か
ら
様
々
橡
要
望
も
持
ち
上
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

私
達
生
徒
会
で
検
討
し
、
出
来
る
事
は
改
善
し
て
い
こ
ぅ
と
目
下
努
カ

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
大
行
事
の
「
あ
ゆ
教
祭
」
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

「
歩
く
会
（
三
年
に
一
回
）
」
の
企
画
・
運
営
に
も
取
り
組
み
、
生
徒
一

人
一
人
に
楽
し
ん
で
参
加
し
て
も
ら
え
る
事
も
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
赤
い
羽
根
募
金
や
あ
い
さ
つ
運
動
橡
ど
、
地
域
・
社
会
の

役
に
立
て
る
よ
ぅ
教
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 
 
特
に
六
月
に
行
わ
れ
る
「
あ
ゆ
橡
祭
」
の
企
画
・
運
営
は
一
年
間
の

生
徒
会
活
動
の
大
き
次
要
と
な
り
ま
す
。
半
年
程
前
か
ら
テ
ー
マ
・
企

画
内
容
等
の
決
定
を
し
、
有
志
を
募
っ
て
ア
ー
チ
作
成
、
当
日
の
運
営

を
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
あ
ゆ
な
祭
前
後
は
生
徒
会
活
動
も
大
変

忙
し
く
、
下
校
時
刻
も
遅
く
教
り
ま
す
。
し
か
し
、
誰
も
が
昨
年
度
よ

り
も
、
よ
り
よ
い
も
の
へ
と
い
ぅ
気
持
ち
か
ら
、
一
所
懸
命
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今
年
の
あ
ゆ
教
祭
に
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
、
成

果
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 
さ
て
先
日
、
楽
し
く
行

わ
れ
た
歩
く
会
の
際
、

「
い
つ
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
た
の
か
？
」
「
今
回
で

何
回
目
橡
の
か
？
」
と
い

う
疑
問
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
過
去
の

記
録
が
曖
昧
橡
為
、
い
つ

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
か
が

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
、
ご
存
知
の
方
が
お
り

ま
し
た
ら
、
ご
一
報
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
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O大学、短大及び専修学校欄は、合格者数の延ベ人数を示し、（）内は過年度卒を内数
  で示しています。
◎平成17・20・22・24年度の国公立大学合格者数には、文部科学省管轄外大学（防衛
  大 学 校 ） の 合 格 者 を そ れ ぞ れ 1名 、 5名 、1名、 1名含 み ま す。

平成25年3月25日(8)

吾 U立 ‘ 州 り 刷 ： 三 ヨ 型 愈 殻
    ■
    ´ 珊 ム 冖   廴 ん uる ‘ 堂
    ‥   薄 シ ≧ 行 り あ ズ 」
    ” 毬 ・ ′ S ´ 剄
    ´ ニ 冫 亠 － ・ l一

  この度、同窓会の正式事業として名簿の発行をお

こなう予定です。

  ご卒業生の皆様方の正確な情報を名簿に反映させ

るため、会員名簿作成用確認はがきを4月下旬に

黼サラトより発送いたします。

  掲載内容をよくお確かめの上、こ返信・ご予約に

ご協カをお願い申し上げます。

《名簿発行》

平成26年1月下旬4，500円（送料・税込み）

《掲載内容》

（旧姓）氏名・〒・現住所.TEL・勤務先・勤務先TEL

◆ 会 員 名 簿 に つ い て の お 問 合 わ せ 先

  黼サラ卜内

  也薗0120―981・956（受付Not 140108）

  受付時間9：30 -16：OO土・日・祝を除く

 
 
平
成
6
年
度
の
県
教
委
よ
り
男
女
共
学
推
進
校
に

指
定
を
受
け
、
初
年
度
に
L
O
名
の
男
子
生
徒
が
入
学
し

て
か
ら
1
8
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
平
成

1
4
年
の
新
校
舎
竣
工
、
同
1
8
年
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
の
整
備
な
ど
生
徒
た
ち
の
学
習
環
境
は
向
上
い

た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
部
活
動
等
の
実
績
・
大
学

進
学
実
績
も
確
実
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

 
 
こ
こ
数
年
、
「
夢
探
し
！
夢
作
り
二
二
：
そ
し
て
夢
の

ゴ
ー
ル
ヘ
三
三
…
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
1
1
0
年
の

伝
統
と
信
頼
を
受
け
継
ぐ
品
格
の
あ
る
進
学
校
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
「
知
的
好
奇
心
や
学
習

意
欲
を
高
め
る
こ
と
で
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
そ
の

解
決
の
た
め
に
努
カ
す
る
」
、
教
員
は
「
生
徒
が
個
々
の

能
カ
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
自
己
実
現
に
努
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
ぅ
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
を
達
成
で
き
る
よ
ぅ
日
々
努
カ
を
重
ね
て
い
ま
す
。

  
本
校
で
の
進
路
指
導
は
、
ほ
ば
全
員
が
四
年
制
大
学

進
学
を
目
指
す
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
知
識
基
盤
社
会
を

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、
組
織
的
・
系
統
的

橡
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、
職
業
観
の
育
成
・
進

路
意
識
の
高
揚
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

  
そ
の
中
で
ー
年
生
の
時
期
を
「
自
己
理
解
期
」
、
2
年

生
の
時
期
を
「
自
己
発
展
期
」
、
3
年
生
の
時
期
を
「
自

己
実
現
期
」
と
し
て
捉
え
、
時
期
に
応
じ
た
進
路
行
事

を
経
験
す
る
こ
と
で
、
自
己
探
求
や
自
己
実
現
を
考
え

る
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。

  
1
年
生
で
は
、
職
業
探
求
と
い
ぅ
形
で
「
キ
ャ
リ
ア

ガ
ィ
ダ
ン
ス
」
を
実
施
し
、
職
業
人
と
し
て
活
躍
す
る

社
会
人
の
話
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
職
業
意
識

を
向
上
さ
せ
、
学
年
末
に
行
う
文
系
・
理
系
の
コ
ー
ス

選

択

の

一

助
と

し

よ

ぅ
と

す

る

も

の
で

す
。
卒
業
生
を

中
心
と
し
た

多
彩

橡
講
師
の
方
に

参
加
し
て
い

た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 
 2
年
生
の
「
ワ
ン
デ
ー
カ
レ
ツ

ジ
」
は
、
大
学
教
授
等
の
専
門
家
を

招
い
て
学
間
各
分
野
の
講
義
を
し

て
い

た
だ
き
、
生
徒

の
学
問
へ
の

興
味

・
関
心
を
喚
起

す
る
こ
と
を

目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
に

よ
り
良
い
情
報
を
伝
え
よ
ぅ
と

担
当

者
が
早
く
か
ら

準
備
し
、
地

元
の

国
公
立
大
学
を

は
じ
め
、
有

名
国

公
立
大
学
・
私

立
大
学
の
研

究

現

場

の

第
一

線

で

活
躍

す

る

先

生

方

を

招

く
こ

と

が

で
き

て

い

ま

す
。
生
徒
は
、
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の

第
一
歩
を
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ

て

い

る

よ
ぅ

で

あ

り
、

ま

た

受

験
校
選
択
の
指
標
に
も
橡
っ
て
い

る
よ
ぅ
で
す
。

  
現
在
の
受
験
状
況
は
、
少
子
化
の
中
で
「
全
入
時
代
」

と
「
二
極
化
」
の
状
況
は
続
き
、
「
秋
入
学
間
題
」
を
含

め
、
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
考
を
要
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
経
済
状
況
や
東
日
本
大
震
災
の

影
響
も
あ
り
、
理
系
指
向
や
地
元
志
向
も
強
く
表
れ
て

い
ま
す
。
本
校
で
も
、
現
2
年
生
は
、
理
系
の
ク
ラ
ス
が

4
ク
ラ
ス
と
文
系
と
同
数
に
を
り
、
現
l
年
生
も
同
じ

傾
向
で
す
。
ま
た
今
春
の
茨
城
大
合
格
者
4
3
名
も
、
そ

の
状
況
の
反
映
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
同
様
に
、
医
療
系

の
資
格
取
得
が

で
き
る
大
学
へ

の
進
学
を
目
指
す
生

徒
の
増
加
傾
向
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

 
 
掲
載
の
表
は
男
女
共
学
後
か
ら
昨
春
ま
で
の
進
路

状
況
で
す
。
進
路
状
況
の
変
化
は
、
学
年
の
生
徒
数
が

1
0
0
名
以
上
減
っ
て
い
る
中
で
大
学
合
格
者
数

は
、
年
度
に
よ
つ
て
は
以
前
の
2
倍
以
上
の
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
。

 
 
ま
た
近
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
難
関
大
学
ヘ
挑
戦
し

合
格

す
る

生
徒

が
増

え
て

い
る

こ
と

が
あ

げ
ら

れ

ま

す
。
過
去
5
年
で
見
る
と
、
国
公
立
大
に
関
し
て
は
、
医

学
部
（
山
形
大
・
福
島
県
立
医
大
）
や
一
橋
大
・
東
京
大

（
現
・
浪
）
・
東
北
大
で
合
格
者
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
立

大
学
も
、
M
A
R
C
H
（
明
・
青
・
立
・
中
・
法
）
へ
の
合
格

者
は
、
確
実
に
増
加
し
、
最
難
関
校
で
あ
る
早
稲
田
・
慶

應
・
上
智
に
も
合
格
者
が
漸
増
し
て
い
ま
す
。

  
以
上
が
近
年
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
の
変
化
の
主

を
も
の
に
な
り
ま
す
。

 
 
今
年
度
も
学
習
室
（
自
習
室
）
に
手
元
照
明
付
き

キ
ャ
レ
ル
デ
ス
ク
の
増
設
が
橡
さ
れ
る
を
ど
、
生
徒
た

ち
の
ょ
り
良
い
学
習
環
境
の
整
備
は
継
続
的
に
実
行

さ
れ
、
平
成
あ
年
の
創
立
1
1
0
周
年
を
契
機
に
さ

ら
に
進
学
の
面
で
も
漸
進
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 
 
最
後
に
顔
り
ま
す
が
、
平
成
2
5
年
3
月
卒
業
生
は
、

現
在
受
験
の
真
っ
直
中
に
あ
り
健
闘
中
（
推
薦
で
県
立

医
療
大
ヘ
県
下
最
高
の
7
名
合
格
の
朗
報
も
届
い
て

い
ま
す
。
）
で
あ
り
ま
す
。
後
輩
た
ち
の
進
学
状
況
等

は
、
4
月
以
降
本
校
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

 
 
で
は
会
員
の
皆
様
、
今
後
と
も
本
校
の
教
育
活
動
に

ご
支
援
お
ょ
び
ご
声
援
を
ょ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

  
  （
平
成
2
4
年
1
1
月
記
）


